
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。

●南相馬市HP「フォトレポ」から
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くわしくは、次号でお伝えします。

国指定重要無形民俗文化財の「相馬野馬追」が、原

町区の雲雀ヶ原祭場地をメーンに7月23日から25日

までの日程で開催されました。

●新潟県

●NEXCO東日本

月

©City of Minamisoma



被災自治体News

本市の姉妹都市・米国ペンドルトン市の生徒たちの訪問団が市役所を訪れました。

市長と副市長を交えて記念撮影

13７ 水
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訪問団が派遣されるのは東日本大震災後2回目で、南相馬市とな

ってからは6回目です。

訪問団のメンバーはペンドルトン・ハイスクールなどの生徒6人

と引率者のマッケノン・マクドナルドさんの7人です。

市に滞在中はホームステイをしながら相馬野馬追の観覧や甲冑試

着、学校の訪問などを行う予定です。

懇談するペンドルトンの生徒ら 法螺貝(ほらがい)に挑戦 市長が南相馬について解説

児童クラブの定員を増やすために建設を進めていた鹿島児童クラブが完成し、同所で開所式が行われ

ました。

21７ 木

鹿島児童クラブは今まで鹿島小学校の教室を利用していましたが、

今後は鹿島小学校に隣接した同施設を利用します。定員は今までの

倍の80人になります。

開所式には児童も参加し、代表の

6人が川柳形式で抱負を発表しまし

た。 鹿島小学校南側に完成

夏休みの宿題開所式後児童室で過ごす子どもたち 抱負の発表



3,932合 計

1国見町

南相馬市民の避難状況 ※南相馬市外に避難している人数（南相馬市HPから）

【都道府県別】 平成28年7月21日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

福島県 3,932 群馬県 129 愛知県 21 広島県 6 島根県 1

宮城県 1,400 北海道 67 青森県 16 大分県 5 和歌山県 -

東京都 536 長野県 65 京都府 16 三重県 4 鳥取県 -

新潟県 521 山梨県 55 福井県 12 宮崎県 4 徳島県 -

山形県 520 秋田県 47 沖縄県 12 富山県 3 高知県 -

茨城県 519 岩手県 42 岐阜県 10 香川県 3 熊本県 -

埼玉県 468 静岡県 37 滋賀県 9 愛媛県 3 鹿児島県 -

栃木県 362 石川県 29 岡山県 8 佐賀県 3 海外 10

神奈川県 297 大阪府 24 福岡県 8 山口県 2 合 計 9,531

千葉県 293 兵庫県 23 長崎県 8 奈良県 1

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 998 喜多方市 32 大玉村 9 古殿町 5

相馬市 952 本宮市 31 磐梯町 9 泉崎村 4

いわき市 563 会津坂下町 22 棚倉町 9 広野町 4

郡山市 467 西郷村 19 三春町 9 楢葉町 3

会津若松市 176 鏡石町 17 南会津町 7 天栄村 2

新地町 174 川俣町 16 金山町 7 鮫川村 2

須賀川市 89 桑折町 14 会津美里町 6 浅川町 2

伊達市 88 猪苗代町 14 矢吹町 6 小野町 2

二本松市 88 西会津町 13 矢祭町 6

白河市 49 田村市 12 北塩原村 5

71,561人平成23年3月11日現在の人口

5.900人市内転居

14,920人

11人

10,038人

4,871人

9,531人

(5,599人)

9,531人

47,110人

3,191人

3,635人

34,384人

計

所在不明

転出

死亡（震災以外の死亡含む）

その他

計

（うち福島県外）

市外の知人宅や借上げ住宅等

市外避難者

計

市内の仮設住宅

市内の知人宅や借上げ住宅等

自宅居住

市内居住者

55,778人71,561人計

42,489人47,116人原町区

13,056人11,603人鹿島区

233人12,842人小高区

平成28年
7月21日現在の

居住者数

平成23年
3月11日現在の

人口

※平成23年3月11日以降の転入者および他市町村
からの避難者を含むため、避難の状況の市内居
住者数と合計の数が異なります。

南相馬市からのお知らせ

被災自治体News

(他市町村からの避難者 2,342人)

(7/14  9,553)
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被災自治体News

小高病院 平成28年8月 診療予定表

【平成２８年度相馬野馬追放送予定】

■出陣・宵乗り：８月 ３日（水）～

■本 祭 り：８月１０日（水）～

■野 馬 懸：８月１７日（水）～

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）
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被災自治体News

シニア層向けの簡単テレビ電話・メッセージアプリ「つながっぺ」を開発

7月25日HP更新

町は、全国に分散避難している町民同士のコミュニケーションを促進するため、シニア層向け＜

簡単電話・メッセージアプリ「つながっぺ」＞を独自に開発し、このたび提供を開始しました。

この「つながっぺ」アプリは、町民の希望世帯に配布したタブレット端末用に開発したものですが、

タブレットを持っていない町民やスマートフォン世代の家族ともやりとりができるよう、町配布以外

のタブレットやスマートフォンにもインストールが可能です。

「つながっぺ」の特徴

・アプリをインストールするだけで簡単にテレビ電話、メッセージ、写真の送受信が可能です。

・シニア層にも操作がしやすいよう、各操作ボタンを大きく配置しました。

・電話をかけるまでのタップ数を3回に抑えるなど、簡単な操作で使えるようにしました。

・より円滑にコミュニケーションできるよう、オリジナルスタンプを150種類以上用意しました。

・AndroidまたはiOSの一般的なスマートフォンやタブレットで動作します。

主な機能

テレビ通話、音声通話、メッセージ送受信、電話帳管理

入手方法

※ 無料です。

Google Play ストア

https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.fukushima.namie.town.tsunagappe

App Store

https://itunes.apple.com/jp/app/tsunagappe/id1121561830?mt=8

※稼働環境 Android4.2 以上, iOS7.1 以上のスマートフォン、タブレット

問い合わせ 復興推進課 情報統計係 0243-62-4731TEL

浪江町からのお知らせ
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被災自治体News

伊勢神宮での奉納に向けて
～請戸の田植踊り

来る8月8日(月)、浪江町請戸地区の民俗芸能、田植踊りが伊勢神宮で奉納されるこ

とになりました。東日本大震災後、復興を祈念して福島県の民俗芸能が奉納されるの

は今回が初めてだそうです。

請戸の田植踊りは震災前、地元住民の心のよりどころである苕野(くさの)神社の例

祭、安波祭(あんばまつり)で奉納されてきたものです。請戸芸能保存会は大震災後、

各地で避難生活を続けながら活動を再開。震災の翌年には安波祭を復活させたほか、

各地のイベントで踊りを披露してきました。奉納舞としては東京の明治神宮や島根の

出雲大社でも舞ってきましたが、来月はいいよいよ伊勢神宮という大舞台へ。

浜通り×さんじょうライフvol.2686

福島県相双地方に伝わる国の重要無形民俗文化財「相馬野馬追」が、7/23から3日

間にわたり南相馬市で開催され、440騎の騎馬武者たちが今年も壮大な戦国絵巻を繰

り広げました。

武者たちは、旧相馬藩の５つの郷（宇多郷、北郷、中ノ郷、小高郷、標葉郷）から

標葉郷からは今年38騎が出陣
～相馬野馬追

写真は、7月17日にいわき市で行

われた「東日本大震災 慰霊鎮魂な

らびに復興祈願 千度大祓(せんどお

おはらい)」での田植踊り奉納です。

イベント舞台用ではなく本来の奉納

舞の動きで踊っています。小中高生

を中心とした踊り手の皆さんは、こ

の日も来月に向けた練習を入念に行

っていました。

出場します。浪江町が大熊町、双葉町とともに

属するのは標葉（しねは）郷。3町ともいまだ

全域が避難区域です。

標葉の旗の下からは、この日のために避難先

から参集した38騎が出場し、果敢に戦いました。



被災自治体News

復興につなげる想い。
5年ぶりに結い直した、初發神社しめ縄再生の記録

双葉町は、今もなお町の96％が帰還困難区域に指定され、自由に行き来ができない

状況です。

そんな中でも、「双葉町の営みを止めてはいけない。できることから始めて、少しで

も復興につながれば」という想いを持つ方々がたくさんいます。

そのひとつのグループが初發神社の氏子総代の皆さん。

各地でバラバラに生活している仲間を集め、5年間行えていなかったしめ縄づくりを、

昨年末から再開させました。

その記録ドキュメンタリームービーを双葉町公式YouTubeチャンネルで公開してい

ます。

毎年年末に、一年の五穀豊穣などを願って作り続けられてきたしめ縄。数百年続いて

きたであろう神社の営みと、それを守り続けてきた仲間たちのつながりを通して、日常

の大切さ、素晴らしさを改めて感じることができると思います。

▼できることから〜初發神社しめ縄再生の記録〜

https://www.youtube.com/watch?v=VnYu_Uqj5-4

双葉町からのお知らせ
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被災自治体News

富岡町からのお知らせ

富岡町の現状とその他 帰町検討委員会が第１回評価を町に提出

7月22日HP更新

浜通り×さんじょうライフvol.2688

町内における生活環境の整備に向けた取り組みやその進捗状況を

客観的に評価する「富岡町帰町検討委員会」が、７月２１日、町に対

し第１回目となる現状評価を報告しました。

当委員会では、今後も継続的に評価を行い、町民の皆さま一人ひ

とりの帰還判断の材料となるようお知らせします。

帰還に関する考慮要件の現状評価（第1回）

平成28年7月21日

富岡町帰町検討委員会

富岡町の帰還環境の現状について、「帰還に関する考慮要件」に基づき下記のとおり評価する。

1. 総評

(1）安全の確保

町で生活する上での安全の確保については、放射線への対応や原子力発電所の安全監視、

防災及び防犯・防火対策など、それぞれに必要な取り組みが進められ、概ねその環境が整う見

通しが示されている。

今後は、現在の取り組みを着実に進めるとともに、町民のニーズや状況に柔軟に対応しながら

取り組み内容を充実させ、さらなる安全確保を図っていくことが求められる。

特に局所的に線量が高い箇所の再除染・追加除染については、町民の意見を尊重したより実

効性ある確実な対応が求められる。

(2）生活に必要な機能の回復

町での生活に必要な機能の回復については、道路や上下水道などのライフライン、住宅、商業、

医療における最低限の機能回復が今年度中に見込まれる。

その他の機能についても、その進捗の程度に差があるものの、「町の活力や豊かさ」を見据えた

取り組みが進められ、帰還環境の充実に明るい兆しが見える。

今後は、中長期的な対応が必要となる要素が多いことから、町民ニーズの継続的な把握に努め

ながら、町民、事業者、国、県、周辺市町村などと連携・協働した持続的な取り組みが求められる。

2. 細評 【省略】

3. 附帯意見

「夜の森の桜」が富岡町民の“心のふるさと”として象徴されるように、帰還困難区域の再生は富

岡町の復興に欠かせないものであることから、当該区域全体の将来が展望できるよう、除染をはじ

めとする環境回復への早期対応が求められる。

【以下、省略】



被災自治体News

ＪＲ常磐線（岩沼駅～いわき駅）線路被害状況および運転再開状況

7月12日HP更新

問い合わせ 生活交通課 024-521-7158TEL

福島県からのお知らせ
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問い合わせ 震災復興支援課 広域支援対策室 025-282-1732TEL

7月25日

自主避難者の方々への応急仮設住宅の提供が平成29年３月末に終了することに伴い、新

潟県では、自主避難されている方々が引き続き県内で安定した生活を送れるよう、支援策

を実施します。

自主避難者への支援策の実施

平成28年度６月補正予算に計上した次の支援策を実施します。

(1)県営住宅の募集

新潟市内の県営住宅の募集を開始します。

その他の地域についても順次実施してまいります。

(2)公営住宅への引越費用の補助

公営住宅への引越が完了した世帯に対して、引越費用の補助を開始します。

(3)県内における就業支援

コンシェルジュによる就職相談・斡旋業務を開始します。

ひとり親世帯への高速バス料金支援制度の拡充

母子避難世帯などを対象に実施している高速バス料金（郡山－新潟線）支援制度につい

て、避難元の祖父母に会いに行くひとり親世帯に拡大します。

(1)補助制度の拡充

(2)実施日 ８月１日

※民間賃貸住宅の家賃支援については、平成29年１月から実施します。

父または母と子ども分往復料金
(大人5,550円、子ども3,100円)

父または母の1人分往復料金
(大人5,550円)

補助対象経費

警戒区域等以外の地域から避難し、被災時
に同居していた避難元に住む祖父母に会い
に行く高校生以下の子のいるひとり親世帯

警戒区域等以外の地域から避難し、二重生
活を強いられている世帯で、高校生以下の
子に会いに来る父または母

補助対象者

拡充制度現行制度

浜通り×さんじょうライフvol.26810



交流ルームひばり通信
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先日ご案内しました８月２日(火)の一時帰宅に引き続き、要望があり、８月９日(火)も運

行することとなりました。

若干ではありますが空きがございますのでご案内いたします。定員3人(受け付け順)とさ

せていただきます。

日 時 ８ 月９ 日

行 程 三条市出発 午前 4時30分頃

現地到着 午前 9時30分頃

＊自宅や目的地に送迎

現地出発 午後 2時頃

三条市到着 午後 8時30分頃

火

申込締切 ８月３日(水)正午
交流ルーム「ひばり」

TEL ０２５６-３３-８６５０

7月25日

東日本高速道路株式会社

高速道路への歩行者・自転車の立ち入りは禁止されています。

万一、ポケモンが高速道路に出現したとしても、高速道路は危険防止や故障などの場合を除

き駐停車禁止ですので、決してポケモンゲットのために駐停車しないでください。運転中の携

帯電話の使用は禁止されており、わき見運転は、事故の原因となります。

休憩施設においても、交通ルールとマナーを守ってご利用ください。

ドライバーの皆さまは、十分な車間距離をとって、安全速度を守り、ゆとりの安全運転をお

願いします。

お客さまへの大切なお知らせ



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232 浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0120-33-6466

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

原町区

小高区

7635南相馬市 計

52

4

1

1

4

7

5

30

世帯数

116

10

5

1

7

17

8

68

人数市町村名

浪江町

双葉町

富岡町

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数(2016.7.27現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
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交流ルームひばり通信

７月・８月の『ひばり』

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

浜通り×さんじょうライフvol.26812

ひばり休み
ひばり

午後休み
ひばり
茶話会

ひばり休み ひばり休み

三条夏まつり
民謡踊り流し

ひばり休み

民謡踊り流し

練習日

ひばり休み
浜通り配布

一時帰宅
(南相馬市)

ひばり休み

ひばり休み
浜通り配布

７月２８日

１３日１２日11日１０日９日８日７日

山の日

ひばり休み
ひばり

版画教室

親子キャンプ

親子キャンプ
ひばり休み
浜通り配布

8/9一時帰宅
申込締切

一時帰宅
(南相馬市)

６日５日４日３日２日８月１日３１日

３０日２９日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

土金木水火月日


